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8. 点検個票への記録 

 

8.1. 点検個票の構成 

点検の結果は、以下の図 8.1 に示す点検個票に記録する。 

施設の維持管理の履歴を継続的に残すとともに、変状の状態を継続的に監視していくことを

目的とする。 

また、点検ルート等の履歴を残すことにより、次回以降の点検作業の負荷を低減することが

期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8.1 点検個票の構成 

 

 

 

 

定期点検、及びこれに準ずる点検作業を行った場合には、本点検要領(案)に定める点検個

票にその結果を記録する。 

また、点検の項目についても、原則として点検箇表による健全度評価表に整理する項目に

よるものとする。 

点検個票は、“施設点検台帳”、“健全度評価表”、“点検シート”、“写真帳”により構成され、

点検結果をそれぞれの帳票に記録する。 
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8.2. 点検個票の記入方法 

点検箇表は、施設の状況の履歴であるとともに、健全度表を同時に行う長寿命化計画の基本と

なるデータであり、確実な記録と保存を行うものとする。あわせて、点検結果に基づき、点検ス

ケジュールは毎年見直すものとする。 

ここでは、点検個票の記入例、及び記入方法を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点検個票は、施設情報を継続的に記録し、施設状況の経年的変化を把握する重要な資料で

あるため、点検結果を確実に記録し、点検実施後は、翌年度の点検スケジュールを見直すも

のとする。 
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【点検個票 記入方法 砂防設備(1/6)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基礎調査
その他

番号等
－

緯度・経度 35° 1’ 21.23'' 135° 50’ 10.88''

事務所名 河川名・渓流名 点検単位名 施設名 施設区分

大津土木事務所 柳川 105　柳川砂防堰堤 柳川砂防堰堤 砂防堰堤

区域番号 区域名 警戒告示番号
旧施設
番号等

渓流番号 施設番号

1201074-1 柳川支流11 県告第164号 1201074 －

施設諸元 維持管理の履歴

位置

郡・市 町・村
大字
(丁)

字 日付 点検の種類 損傷履歴 備考

大津 山上

R6.10.7 定期点検

部位
損傷形態

垂直壁
ひび割れ

側壁護岸
小崩壊

垂直壁ひび割
れは軽微な損
傷のため変状
レベルaに変更

指定年月日

および番号
－ 変状レベル a ｂ

型式 不透過
部位

損傷形態

種類・構造 コンクリート・重力式 変状レベル

寸法

堤高 堤長 天端幅
部位

損傷形態

9.5m 20.0m 1.2m 変状レベル

施工年度 1961 変状レベル

着工年月日
竣工年月日 －

部位
損傷形態

位置図 全景写真

平面図・構造一般図

費目 － 変状レベル

工事費 －
部位

損傷形態

所管を記入。
渓流名を記入。渓流名

がない場合は河川名を
点検単位名と施設名を記入。 土石流危険渓流番号を記入。 施設区分を記入。

ex)砂防堰堤、渓流保全工、床固工など

基礎調査の

情報を記入。

滋賀県防災

情報マップ

より確認可。

施設諸元を

記入。

緯度-経度

を記入。

位置図を貼

付。プロット

で施設位置

を示す。

点検日と点検の種類を記入。

点検で見つかった損傷

部位・形態を記入。

点検で見つかった損傷ごと

に変状レベルを記入。
次回の点検結果は下段に記入。

全景写真を貼付。

平面図・一般図を添付。



 

50 

【点検個票 記入方法 砂防設備(2/6)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【砂防設備　健全度評価表】

点検日：

評価クラス Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

c評価点 1 0 3 0
b評価点 4 0 0 0

堆砂状況※ 1

※入力値は、【満砂：1　or　未満砂：2】　”未満砂”とは、水通し天端－堆砂高≧水通し高とする。

区　分 適　用 変状ｃ 変状ｂ

Ⅰ 0 0 天端摩耗 a 1

Ⅰ 1 0 ひび割れ c 1

Ⅰ 0 0 ｱﾙｶﾘ骨材反応 a 2

Ⅰ 0 0 漏　水 a 1

Ⅲ 0 0 洗　掘 a 4

Ⅰ 0 0 天端ｺﾝｸﾘｰﾄ摩耗 - 2

Ⅰ 0 0 変位変形 - 2

Ⅰ 0 0 漏　水 - 1

Ⅰ 0 0 洗　掘 - 4

Ⅰ 0 0 欠　損 - 3

Ⅰ 0 0 漏　水 - 1

Ⅰ 0 0 洗　掘 - 4

Ⅰ 0 0 変位変形 - 2

Ⅰ 0 0 腐　食 - 1

Ⅰ 0 0 洗　掘 - 4

Ⅲ 0 0 摩耗・欠損 a 1

Ⅲ 0 0 ひび割れ a 1

Ⅲ 0 0 漏　水 a 1

Ⅰ コンクリート 0 0 ｱﾙｶﾘ骨材反応 a 2

Ⅰ 0 0 天端ｺﾝｸﾘｰﾄ摩耗 - 2

Ⅰ 0 0 変位変形 - 2

Ⅰ 0 0 漏　水 - 1

Ⅰ 0 0 欠　損 - 3

Ⅰ 0 0 漏　水 - 1

Ⅰ 0 0 ひび割れ a 1

Ⅰ 0 4 摩耗・洗掘 b 4

Ⅰ 0 0 被覆ｺﾝｸﾘｰﾄ摩耗 - 2

Ⅰ 0 0 変位変形 - 2

Ⅲ 0 0 ひび割れ - 1

Ⅲ 0 0 欠　損 - 2

Ⅲ 0 0 洗　掘 - 4

Ⅲ 3 0 欠　損 c 3

Ⅲ 0 0 はら見出し・変形 a 1

Ⅲ 0 0 洗　掘 a 4

Ⅲ 0 0 天端ｺﾝｸﾘｰﾄ摩耗 - 2

Ⅲ 0 0 変位変形 - 2

Ⅰ 0 0 ひび割れ - 1

Ⅰ 0 0 欠　損 - 2

Ⅰ 0 0 洗　掘 - 4

Ⅰ 0 0 欠　損 - 3

Ⅰ 0 0 はら見出し・変形 - 1

Ⅰ 0 0 洗　掘 - 4

Ⅰ 0 0 天端ｺﾝｸﾘｰﾄ摩耗 - 2

Ⅰ 0 0 変位変形 - 2

Ⅱ 0 0 ひび割れ - 1

Ⅱ 0 0 摩耗・洗掘 - 4

Ⅱ 0 0 被覆ｺﾝｸﾘｰﾄ摩耗 - 2

Ⅱ 0 0 変位変形 - 2

Ⅲ Ⅲ - 0 0 損傷・劣化 - 1

Ⅳ Ⅳ - 0 0 損傷・劣化 - 1

：点検結果の入力セル

付帯施設
防災付帯施設

管理施設(安全設備)

側壁護岸 Ⅲ

底盤工 Ⅱ

コンクリート

ブロック(石)積

鋼製中詰
(枠・ソイル等)

渓流保全工
遊砂地工

護岸工 Ⅰ

コンクリート

ブロック(石)積

砂防堰堤
床 固 工
帯　　 工

鋼製中詰
(枠・ソイル等)

コンクリート

中詰外部保護
(枠・ソイル等)

Ⅲ コンクリート

本　堤：Ⅰ
副　堤：Ⅱ
垂直壁：Ⅲ

鋼製中詰
(枠・ソイル等)

石積

水叩き Ⅰ

コンクリート

中詰外部保護
(枠・ソイル等)

堤体
(本堤)
(副堤)

(垂直壁)

本　体
本　堤：Ⅰ
副　堤：Ⅱ
垂直壁：Ⅲ

コンクリート

中詰外部保護
(枠・ソイル等)

石　積

鋼製透過部

袖　部

損傷形態 変状レベル 配　点
評価点

施設区分 部位群 部　位
評価クラス

構造

健全度評価点

令和6年10月7日

事務所名 渓流名 点検単位名 施設名 施設区分

大津土木事務所 柳川 105　柳川砂防堰堤 柳川砂防堰堤 砂防堰堤

健全度
特記事項

C-1

施設概要のシートから自動入力

変状レベルと配点から自動入力
健全度評価点から自動入力

任意で変更する場合は直接記入
健全度を任意で変更した

際に理由等を記入 満砂→1、未満砂→2を記入

本堤の変状であればⅠ、副提であればⅡ、

垂直壁であればⅢを記入

対象施設に含まれている部位・構造ごとに変状レベル

a、b、cを記入。

対象施設に含まれない部位・構造には「-」を記入
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【点検個票 記入方法 砂防設備(3/6)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

砂防設備点検カルテ　点検シート

点検日時：

施設名称： 点 検 者 ：

記 入 者 ：

河川名 所在地

水系 幹川名 河川名 渓流名 市・郡 区・町・村 大字

淀川 柳川 柳川 大津 山上

堤高 堤長 天端幅

9.5m 20.0m 1.2m

変状レベル 写真番号 備考 変状レベル 写真番号 備考

１．堆砂の状況 満砂→1、未満砂→2 1 6 1 6

天端摩耗 a a

ひび割れ c 21,24 c 21

漏　水 a a

洗　掘 a a

天端ｺﾝｸﾘｰﾄ摩耗 - -

変位変形 - -

漏　水 - -

洗　掘 - -

欠　損 - -

漏　水 - -

洗　掘 - -

変位変形 - -

腐　食 - -

洗　掘 - -

その他 a 31 -

摩耗・欠損 c 32 a

ひび割れ a a

漏　水 a a

天端ｺﾝｸﾘｰﾄ摩耗 - -

変位変形 - -

漏　水 - -

欠　損 - -

漏　水 - -

その他 a c 32

天端摩耗 a a

ひび割れ b 34 a 34

漏　水 a 37 a 37

洗　掘 a a

天端ｺﾝｸﾘｰﾄ摩耗 - -

変位変形 - -

漏　水 - -

洗　掘 - -

欠　損 - -

漏　水 - -

洗　掘 - -

変位変形 - -

腐　食 - -

洗　掘 - -

その他 - -

摩耗・欠損 - -

ひび割れ - -

漏　水 - -

天端ｺﾝｸﾘｰﾄ摩耗 - -

変位変形 - -

漏　水 - -

欠　損 - -

漏　水 - -

その他 - -

今回の点検

令和6年10月7日

柳川砂防堰堤

所管

大津土木事務所

施設諸元

施設種別

砂防堰堤

点検項目 1/2
前回の点検

２
．
本
堤
本
体
の
損
傷

コンクリート

損傷の進行は
認められない。

本堤下流面に
著しいひび割
れを確認した
が進行は認め
られない

中詰外部保護
(枠・ソイル等)

石　積

鋼製
透過部

―

袖
部
の
損
傷

コンクリート

損傷の進行は
認められない。

袖部の欠損は
取付け部上部
斜面の崩壊の
ため、その他に
変更する

鋼製中詰
(枠・ソイル等)

石積

―

３
．
副
堤
・
垂
直
壁
本
体
の
損
傷

コンクリート

損傷の進行は
認められない。

垂直壁下流面
のひび割れは
損傷が軽微で
あるため、変状
レベルをaに変
更する

中詰外部保護
(枠・ソイル等)

石　積

鋼製
透過部

―

袖
部
の
損
傷

コンクリート

鋼製中詰
(枠・ソイル等)

石積

―

施設概要のシートから自動入力

点検時の堆砂状況を記入。

満砂→1、未満砂→2。
前回点検時の堆砂状況を記入。

満砂→1、未満砂→2。

前回点検時の点検項目に対

応する写真帳の写真番号を

記入。

前回の点検結果を記入。

変状レベルをa、b、cで記入

し、点検項目の部位がない

場合は、「-」を記入。

点検時に記入。

変状レベルをa、b、cで
記入し、点検項目の部

位がない場合は、「-」を

記入。

点検後、点検項目

に対応する写真帳

の写真番号を記入。

点検日、点検者、

記入者を記入。

水系・幹川・河川名を記入。
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【点検個票 記入方法 砂防設備(4/6)】 

砂防設備点検カルテ　点検シート

点検日時：

施設名称： 点 検 者 ：

記 入 者 ：

河川名 所在地

水系 幹川名 河川名 渓流名 市・郡 区・町・村 大字

淀川 柳川 柳川 大津 山上

堤高 堤長 天端幅

9.5m 20.0m 1.2m

変状レベル 写真番号 備考 変状レベル 写真番号 備考

ひび割れ

摩耗・洗掘 b 38 b 38

被覆ｺﾝｸﾘｰﾄ摩耗 - -

変位変形 - -

その他 - -

ひび割れ - -

欠　損 - -

洗　掘 - -

欠　損 c 41,42,44 c 42

はら見出し・変形 a a

洗　掘 a a

天端ｺﾝｸﾘｰﾄ摩耗 - -

変位変形 - -

その他 b 46 b 46

ひび割れ - -

欠　損 - -

洗　掘 - -

欠　損 - -

はら見出し・変形 - -

洗　掘 - -

天端ｺﾝｸﾘｰﾄ摩耗 - -

変位変形 - -

その他 - -

ひび割れ a a

摩耗・洗掘 a 48 a

被覆ｺﾝｸﾘｰﾄ摩耗 - -

変位変形 - -

その他 - -

８．防災付帯施設の損傷 損傷・劣化 - -

９．管理付帯施設の損傷 損傷・劣化 - -

その他特記事項

今回の点検

令和6年10月7日
柳川砂防堰堤

所管

大津土木事務所

施設諸元

施設種別

砂防堰堤

点検項目 2/2
前回の点検

４
．
水
叩
き

　
　
の
損
傷

コンクリート 水叩きに洗掘
が確認された
が進行は認め
られない。

水叩きに洗掘
を確認したが
進行は認めら
れない

中詰外部保護
(枠・ソイル等)

―

５
．
側
壁
護
岸
の
損
傷

コンクリート

損傷の進行は
認められない。

側壁護岸に小
崩壊、欠損を
確認したが進
行は認められ
ない

ブロック(石)積

鋼製中詰
(枠・ソイル等)

―

６
．
護
岸
工
の
損
傷

コンクリート

ブロック(石)積

鋼製中詰
(枠・ソイル等)

―

７
．
底
盤
工

　
　
の
損
傷

コンクリート

補修済み中詰外部保護
(枠・ソイル等)

―

点検シート1ページ目から自動入力
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【点検個票 記入方法 砂防設備(5/6)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルート図

点検概要図（写真位置図）

位置図 全景写真

凡例

損傷写真

調査写真

損傷箇所

駐車

徒歩5分

砂防堰堤

3

1,48

2,144 5

6

89 10

11
12

13

37

15

16 17

18 19

20
3130

50

49
車両乗入れ W=3.0m

51

21,22,2324～2932,33

34,35,36

38,39,40

41

42,43

44,45

46,47

7

位置図を 全景写真を貼付。

ルート図を作成。

施設までのルート、

駐車位置、所要時

間、その他注意事

項などを記入

点検概要図を作成。

写真帳の写真位置

図、損傷個所など

を記入。
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【点検個票 記入方法 砂防設備(6/6)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

砂防設備点検カルテ　写真帳

写真－１ 写真－１

日付： 日付：

施設全景

垂直壁下流面全景

写真－２ 写真－２
日付： 日付：

施設下流状況 施設下流状況

写真－３ 写真－３
日付： 日付：

施設上流状況 施設上流状況

満砂状態

柳川砂防堰堤

前回の点検写真 今回の点検写真

R5.9.26 R6.10.7

R5.9.26 R6.10.7

R5.9.26 R6.10.7

施設概要のシート

から自動入力

点検日を記入。

点検時の写真

を貼付。前回点検時の

写真を貼付。

前回点検日を記入。
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【点検個票 記入方法 急傾斜地崩壊防止施設(1/5)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備　考

緯度・経度 35° 0’ 21.65'' 135° 51’ 33.77''

費目
単独急傾斜地

崩壊対策事業

単独急傾斜地

崩壊対策事業
変状レベル

工事費 3,000,000 3,000,000
部位

損傷形態

施工年度 S47 S47 変状レベル

竣工年月日

立積 変状レベル b

508.0㎡
擁壁工 変形

新規損傷箇所有り

R5.3.9 定期

部位
損傷形態

擁壁工
欠損

擁壁工
変形

法枠工

破損・変形

変状レベル b b ｃ

b ｃ

R6.7.4 定期

部位

損傷形態

擁壁工

欠損

変状レベル

逢坂1号

R3.10.27 定期

S45.12.4 告示第446号

Ⅰ-1043-1

b

平面図・構造一般図

位置図 全景写真

変状レベル b

部位

損傷形態

維持管理の履歴施設諸元

区域の名称(点検単位)

点検の種類 損傷履歴 備考

H27.10.23 緊急

町・村
大字
(丁)

字 日付

前回調査は長
等に含まれて

調査

事務所名

大津土木事務所 ブロック積擁壁工コンクリート擁壁工現場打コンクリート法枠工

施設区分箇所名(施設名)

逢坂①

区域番号 区域名
基礎調査
番号等

部位
損傷形態

擁壁工
欠損

擁壁工
変形

擁壁工

変形
法枠工

破損・変形

部位
損傷形態

位置

大津市 - 逢坂2丁目 -

市・郡

コンクリート
擁壁工

ブロック積擁
壁工

指定年月日

および番号

工種

コンクリート
擁壁工

現場打コンク

リート法枠工

延長 8.0m 30.0m 40.0m

高さ

面積

逢坂①

警戒告示番号

県告第91号

危険箇所
番号等

整理番号

60

危険箇所番号

Ⅰ-1043-自

逢坂２丁目

所管を記入。 急傾斜地崩壊危険箇所名を記入。急傾斜地崩防止区域名を記入。 急傾斜地崩壊危険箇所名に含まれている工種を記入。台帳記載の整理番号を記入。

台帳記載の危険

箇所番号を記入。

点検日と点検の

種類を記入。

点検で見つかった損傷
部位・形態を記入

点検で見つかった損傷ごと

に変状レベルを記入。

次回の点検結果は下段に記入。

基礎調査の

情報を記入。

滋賀県防災

情報マップ

より確認可。

施設諸元

を記入。

緯度-経度を記入。

位置図を貼

付。プロット

で施設位置

を示す。

全景写真を貼付。

平面図・一般図を添付。
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【点検個票 記入方法 急傾斜地崩壊防止施設(2/5)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【急傾斜地崩壊防止施設　健全度評価表】

点検日：

コンクリート擁壁工

評価クラス Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

c評価点 4 0 0 0

b評価点 3 0 0 0

※1：入力値は、【変状無：1　or　変状有：2】　土砂移動を助長するような背面状況変化の有無を確認。 背面状況※1 1

※2：入力値は、【待受有：1　or　待受無：2】　落石や部材落下を捕捉できる待受け施設の有無を確認。 斜面下部※2 2

変状ｃ 変状ｂ

Ⅰ 4 0 破損・変形 c 2

Ⅰ 0 0 中詰め材 a 1
Ⅰ 0 0 ひび割れ - 2
Ⅰ 0 0 湧　水 - 2
Ⅰ 0 0 欠　損 - 2
Ⅰ 0 0 はらみ出し・変形 - 1
Ⅰ 0 0 ひび割れ・剥離 - 2
Ⅰ 0 0 はらみ出し・陥没等 - 2
Ⅰ 0 0 漏水 - 2
Ⅲ 柵　工・ 0 0 劣化・損傷 - 1
Ⅲ 蛇カゴ工　等 0 0 変位・変形 - 1
Ⅱ コンクリート 0 0 ひび割れ・破損 - 1
Ⅱ 鋼　材 0 0 腐食・変形・破損 - 1
Ⅱ 樹脂製等 0 0 変位変形・破損 - 1
Ⅰ 0 0 坑口部損傷 - 1
Ⅰ 0 0 土砂堆積 - 1
Ⅰ 0 0 集水管変状 - 1
Ⅰ 0 0 集水管閉塞 - 1

本　体 Ⅰ アンカー筋 0 0 飛び出し・引き抜け - 1
Ⅰ コンクリート 0 0 劣化・損傷・変形 - 1
Ⅰ キャップ 0 0 腐食・損傷・変形 - 1
Ⅰ 一般 0 0 劣化・損傷・変形 - 1
Ⅰ ワイヤー系 0 0 損傷・ゆるみ - 1
Ⅰ 0 0 ひび割れ a 1
Ⅰ 0 0 湧　水 a 1
Ⅰ 0 0 変　形 a 2
Ⅰ 0 0 沈　下 a 2
Ⅰ 0 0 損　傷 a 2
Ⅳ 0 0 空容量 a 2
Ⅰ 0 2 欠　損 b 2
Ⅰ 0 1 はらみ出し・変形 b 1
Ⅳ 0 0 損傷・劣化 a 1
Ⅳ 0 0 閉　塞 a 1
Ⅰ 0 0 損傷・変形・腐食 - 2
Ⅳ 0 0 危険植生 - 1
Ⅰ 0 0 損傷・変形・腐食 - 2
Ⅳ 0 0 危険植生 - 1
Ⅳ - 0 0 損傷・劣化 a 1

：点検結果の入力セル

健全度
特記事項

C-3

構造

令和6年7月4日

事務所名 区域名(点検単位) 箇所名(施設名) 施設区分

大津土木事務所 逢坂1号 逢坂① 現場打コンクリート法枠工 ブロック積擁壁工

健全度評価点

施設区分 部位群 部　位 評価クラス

抑制工

法枠工
コンクリート枠

(プレキャスト含む)

張　工
コンクリート張工

ブロック(石)張工

吹付工 モルタル

評価点
損傷形態 変状レベル 配　点

土留工

地表排水路工

地下水
排除工

横ボーリング工

抑止工

アンカー工
鉄筋挿入工

頭　部

受圧板

擁壁工
本体工

附帯工 管理施設

コンクリート

ブロック(石)積工

堤脚水路工 コンクリート

落　石
対策工

落石防護柵 鋼　製

落石防護網 鋼　製

施設概要のシートから自動入力

変状レベルと配点から自動入力
健全度評価点から自動入力

任意で変更する場合は直接記入
健全度を任意で変更した

際に理由等を記入

斜面状況を記入。

変状有→1、変状無→2

斜面下部状況

を記入。

待受有→1
待受無→2

対象施設に含まれている部位・構造ごとに変状レベル

a、b、cを記入。

対象施設に含まれない部位・構造には「-」を記入
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【点検個票 記入方法 急傾斜地崩壊防止施設(3/5)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

急傾斜地崩壊防止施設点検カルテ　点検シート

点検日時：

点 検 者 ：

記 入 者 ：

所在地
市・郡 区・町・村 大字

大津市 - 逢坂2丁目 -

写真番号 備考 変状レベル 写真番号 備考

破損・変形 16～19,26,27 c 16～19,26,27

中詰め材 a
その他 a
ひび割れ -
湧水 -
欠損 -
はらみ出し・変形 -

- その他 -
ひび割れ・剥離 -
はらみ出し・陥没 -
漏水 -
その他 -
劣化・損傷 -
変位・変形 -
その他 -

コンクリート ひび割れ・破損 -
鋼　材 腐食・変形・破損 -

樹脂製等 変位変形・破損 -
- その他 -

坑口部損傷 -
土砂堆積 -
集水管変状 -
集水管閉塞 -
その他 -

アンカー筋 飛び出し・引き抜け -
コンクリート 劣化・損傷・変形 -
キャップ 腐食・損傷・変形 -

一般 劣化・損傷・変形 -
ワイヤー系 損傷・ゆるみ -

- その他 -
ひび割れ a
湧　水 a
変　形 a
沈　下 a
損　傷 a
空容量 a
欠　損 3 b 5,29
はらみ出し・変形 5 b 3
損傷・劣化 a
閉　塞 a

- その他 a
損傷・変形・腐食
危険植生
その他
損傷・変形・腐食
危険植生
その他
損傷・変形・腐食
その他

その他特記事項

大津土木事務所

点検項目 数量 単位 点検で確認された不具合
前回の点検

令和6年7月4日
急傾斜地崩壊危険箇所名： 逢坂①

指定年月日 所管

今回の点検
変状レベル

１．
法枠工 580 ㎡

コンクリート

枠

(プレキャスト

含む)

c
はらみだし

亀裂

はらみだし
ひび割れa

-

ブロック
(石)張工

-
-
-

a

２．
張工

- ㎡

コンクリー
ト張工

-

-
-
-

４．
土留工 - ㎡

柵工・
蛇カゴ等

-

３．
吹付工

- ㎡ モルタル

-

-

６．
地下水
排除工 - ｍ

横ボーリ
ング工

-

-
-

５．
地表排水
路工

- ｍ

-

-

-

-
-

-
-
-
-

８．
擁壁工

100 ｍ

コンクリート

a

部分的な
変形・欠損

ブロック
(石)積工

堤脚水路

７．
アンカー工

鉄筋挿入工
- 本

-

変形(隙間)
29は新規損傷
箇所
欠損

a
a
a
a
a
b

a
a

１１．
管理施設

1 -

１０．
落石
防護網

- ｍ 鋼製

９．
落石
防護柵

- ｍ 鋼製

●今回点検時記載(R06年07月)
・現場打コンクリート法枠工は一部植生繁茂により目視点検不可。

●前々回点検時記載(R03年10月)
・前回点検時は長等に含まれて点検個票がとりまとめられている。今回点検では分けて点検個票を作成。
・現場打コンクリート法枠工は一部植生繁茂により目視点検不可。

-

-
-

a
b

・写真番号16～19は変状レベル「c」で、写真番号26、27は変状レベル「b」である。

●前回点検時記載(R05年03月)
・写真番号16～19は変状レベル「c」で、写真番号26、27は変状レベル「b」である。 前回点検時の点検項目に対応

する写真帳の写真番号を記入。

前回の点検結果を記入。

変状レベルをa、b、cで記入し、

点検項目の部位がない場合は、

「-」を記入。

対象施設に含まれる工種ごと

の数量を記入。

対象施設に含まれていない工

種は、「-」を記入。

点検日、点検者、

記入者を記入。

点検時に記入。

変状レベルをa、b、cで
記入し、点検項目の部

位がない場合は、「-」を

記入。

点検後、点検項目

に対応する写真帳

の写真番号を記入。

施設概要のシートから自動入力
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【点検個票 記入方法 急傾斜地崩壊防止施設(4/5)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルート図

点検概要図(写真位置図)

位置図 全景写真

1
2

34
5

6

7
8

9

1011
12

13

14

15

駐車

徒歩3分

A

A′

進入ルート
損傷写真
状況写真
地質断面位置A A′

16.18

20.21

24.25

22.23

19
17 26.27

29

位置図を貼付。

全景写真を貼付。

ルート図を作成。

施設までのルート、

駐車位置、所要時

間、その他注意事

項などを記入

点検概要図を作成。

写真帳の写真位置

図、損傷個所など

を記入。
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【点検個票 記入方法 急傾斜地崩壊防止施設(5/5)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

急傾斜地崩壊防止施設点検カルテ　写真帳

写真－１ 写真－１

日付： 日付：

写真－２ 写真－２
日付： 日付：

.

写真－３ 写真－３
日付： 日付：

前回の点検写真 今回の点検写真

R5.3.9 R6.7.4

R5.3.9

看板 看板

R5.3.9

ブロック積擁壁工　欠損
変状レベルb

逢坂①

R6.7.4

R6.7.4

ブロック積擁壁工　欠損
変状レベルb

コンクリート擁壁工 コンクリート擁壁工

施設概要のシート

から自動入力

点検日を記入。

点検時の写真

を貼付。
前回点検時の

写真を貼付。

前回点検日を記入。


